
春校だより ６月号  
◇ 校長あいさつ ◇                            井上 千春  

みなさん、こんにちは。４月より天竜高校春野校舎に赴任しました井上と申します。 

昨年度まで２年間、二俣校舎で副校長を務めていたため、春野をとても身近に感じ

てきました。春野校舎に向かう途中、立派で美しい桜、清らかな気田川、緑の美しい

山々など、改めて春野の美しい自然に心を奪われています。 

また、地域の関係者の皆様にお会いすると、本校がどれほど地域の皆様に支えられ

ているかを実感します。「立志立行」「師弟同業」の校訓のもと、この自然豊かな環境 

で、地域の温かいご支援を受け、３年間を過ごすことができるのは春野校舎ならではです。人が育つための

すべてがここ春野にはあると改めて実感します。 

新たに１９名の新入生を迎え、令和８年度がスタートしました。２、３年生は頼もしく、１年生はフレッ

シュで、授業や部活動など、活気に溢れています。今年も春野地区の普通科高校として、個に応じた教育や

夢や希望に向かって努力し、自分らしく生き、人の役に立ち、地域の文化・産業を支える人材を育成するた

め、保護者の皆様、春野地域の住民の皆様と協働しながら、「春野らしさ」を生かした教育活動に精一杯取

り組んでまいります。今後も変わらぬご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

◇ 春野校舎の探究活動 ◇ ①５月 20 日（水）②５月 27日（水）２学年 

①浜松市出前講座「地域幸福度 well-being」  ②浜松市出前講座「中山間地域を学ぼう！」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 犬居幼稚園生との交流 ◇ ５月 27 日（水）２学年ライフデザイン類型 

 

 

 

 

  

 

 

令和８年６月２０日 

静岡県立天竜高等学校春野校舎 

地域と学校をつなぐ!! 

地域に住んでいる人

が幸福になるために

考えるきっかけにな

りそうです。 

（21HR 岩井愛花） 

 

～生徒の声～ 

well-being という考

え方は，今後の探究

活動に役立っていくと

思いました。 

（21HR 山本寛人） 

 

～生徒の声～ 

幼稚園生との交流は，とても幸せに感じま

した。久しぶりに小さい子ども達と遊んで，

とても可愛かったし,自分たちが用意した出

し物も喜んでくれていたので,とても楽しい

時間でした。（21HR 大隅颯太） 

 

春野の魅力や改善点にどのようなものがあ

るかを知る良い機会となりました。私はもっ

と「春野」を大切にしていきたいと思いまし

た。（21HR 早澤芽唯） 

 



◇ 新クラスで仲良しに！春の遠足 ◇ ４月 24 日（金） 

 １年生：浜松市動物園・はままつフラワーパーク ２年生：ふじのくに茶の都ミュージアム・グリンピア

牧之原 ３年生：のんほいパーク に行きました。１年生は出会ったばかりの友達と、２・３年生は級友と

親睦を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 年に一度の文化の祭典！春埜祭 ◇ ６月６日（土） 

 「楽円祭～円く楽しもう～」をテーマに春埜祭を開催しました。このテーマは，全員が楽しんでほしいと

いう願いと，何事も無く無事に終えられますようにという願いが込められているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容についてのお問い合わせは、 

053-985-0306 天竜高校春野校舎内 総務・図書課 までお願いします。 

※カラー版「春校だより」は天竜高校春野校舎 HPで！   天竜春野校舎    検 索 ☜ 

フラワーパークでは色とりどりの花

がたくさん咲いていて，とてもきれ

いでした。また，花のいい香りがし

て，歩いているだけで楽しい気分に

なりました。（12HR 近藤勇輝） 

 

レッサーパンダはとても人気

で，カメラマンが大勢いまし

た。最後になってしまう春の

遠足でしたが，全力で楽しむ

ことができてよかったです。

（31HR 井上温斗） 

 

遠足に行く前に，LHRでお茶の文化

や歴史，発祥地について調べまし

た。お茶の都ミュージアムでは，さら

に詳しくお茶について学ぶことがで

きました。（21HR 岩井愛花） 

 

 

スマホの方はこちらからも 
アクセスできます 

仲間とともに春の自然を感じながらい

ろいろな場所を巡り歩き，とても楽しい

遠足でした。（11HR 渡邊隆成） 

 

準備期間から当日まで、多くの

苦労がありましたが、その全て

が最高の思い出として心に残っ

ています（21HR 山本剛也） 

 

お客さんが楽しそうに

挑戦している姿や景

品をもらった子ども達

の笑顔を見てとても

嬉しくなりました。

（11HR 鈴木穂野香） 

 

春埜祭でクラスの人たちといろ

いろな人を案内したり呼びかけ

たりしたことが楽しかったです。

（12HR 小幡優月） 

 

高校生活最後の文化

祭は、私にとってとて

も感動的で思い出深

いものとなりました。

（31HR 鈴木由菜） 

 


